
 

令和２年度の児童生徒質問紙の調査項目は 71 項目で、「生活習慣等に関する内容、自尊意

識・規範意識等に関する内容、学習習慣等に関する内容、地域や社会に関わる活動の状況等に関

する内容」が 27項目、「教科の学習や授業等に関する内容」が 44項目になっています。全道の調

査対象の児童は 23,705 名（七飯町 230 名）、生徒は 23,174 名（七飯町 236 名）でした。 

以下は、例年、町広報紙「ななえ」や地域説明会で取り上げている「生活習慣等、自尊意識・

規範意識等、学習習慣等、地域や社会に関わる活動の状況等に関する内容」の回答状況について、

全道と七飯町の結果を比較する形で記載しました。各項目の数値の詳細については帯グラフやレ

ーダーチャートを参照してください。 

 

【小学校】 

① 生活習慣等について（    → 全道平均値との差） 

◆ 全道平均値を上回っている質問事項 

・「家の人と進路などの将来のことについてよく話す・時々話す（61.3％）」 

（+3.9 ポイント） 

    ・「テレビやゲームをする時間などのルールを家の人と決めている・どちらかといえば決 

めている（67.8％）」（+6.6 ポイント） 

 

◆  全道平均値とほぼ同様になっている質問事項 

・「朝食を毎日食べている（80.0％）」 

・「家の人(兄弟姉妹を除く)と学校の出来事について話をする(46.5％)」 

・「普段、１日当たり、テレビゲーム（パソコン、スマートフォン等を使ったゲーム含む） 

を１時間以上する（77.4％）」 

 

◆  全道平均値を下回っている質問事項 

・「毎日、同じくらいの時刻に寝ている（30.4％）」（-6.5 ポイント） 

・「毎日、同じくらいの時刻に起きている（46.1％）」（-7.9 ポイント） 

・携帯やスマートフォンを持っている児童（七飯町 61.3％、全道 67.9％）のうち、 

「携帯電話やスマートフォンの使い方について、家の人と約束をしたことをきちんと守

っている・だいたい守っている（86.3％）」（-6.5 ポイント） 

・「普段、１日当たり、テレビやビデオ、DVD（勉強のための場合は除く）を１時間以上

見たり、聞いたりしている（80.4％）」（-2.4 ポイント） 

・「普段、１日当たり、携帯電話やスマートフォンで通話やメール、インターネット（ゲ

ームをする時間は除く）を１時間以上する（29.6％）」（-6.8 ポイント） 

・「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、1日当たり 10分以上読書をして

いる（50.4％）」(-7.0 ポイント) 

・「新聞を読んでいる（ほぼ毎日読んでいる、週に 1～3回、月に 1～3回）25.6％」    

(-5.0 ポイント) 
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② 自尊意識、規範意識等について （    →全道平均値との差） 

◆ 全道平均値を上回っている質問事項 

・「先生は、あなたのよいところを認めてくれている（43.5％）」（+2.8 ポイント） 

 

◆  全道平均値を下回っている質問事項 

  ・「自分にはよいところがある（22.6％）」（-5.9 ポイント） 

・「将来の夢や目標を持っている（52.6％）」（-3.4 ポイント） 

・「ものごとを最後までやり遂げてうれしかったことがある（66.1％）」（-9.3 ポイント） 

・「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している（17.4％）」（-6.4 ポイント） 

・「学校の決まりを守っている（26.1％）」（-19.0 ポイント） 

・「人が困っているときには進んで助けている（27.8％）」（-9.2 ポイント） 

・「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う（84.8％）」（-4.1 ポイント） 

・「人の役に立つ人間になりたいと思う（70.9％）」（-3.5 ポイント） 

 

③ 学習習慣等について（    → 全道平均値との差） 

◆  全道平均値とほぼ同様になっている質問事項 

・「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たり１時間以上勉強して

いる（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間を含む）（57.0％）」 

・「学習塾（家庭教師を含む）で勉強している（30.9％）」 

 

◆  全道平均値を下回っている質問事項 

・「家で自分で計画を立てて勉強している（26.1％）」（-8.4 ポイント） 

・「土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たり１時間以上勉強している（学習

塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間を含む）（46.1％）」 

（-14.6 ポイント） 

 

④ 地域や社会に関わる活動の状況等について（    → 全道平均値との差） 

◆  全道平均値を上回っている質問事項 

・「今住んでいる地域の行事に参加している（30.4％）」（+3.0 ポイント） 

 

◆ 全道平均値とほぼ同様になっている質問事項 

・「地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがある（14.3％）」 

 

 

 

 

 

 

 



【中学校】 

① 生活習慣等について（    → 全道平均値との差） 

◆ 全道平均値を上回っている質問事項 

・「朝食を毎日食べている（80.9％）」（+2.6 ポイント） 

・「毎日、同じくらいの時刻に寝ている（41.5％）」（+3.4 ポイント） 

・「家の人と進路などの将来のことについてよく話す・時々話す（90.6％）」 

（+8.9 ポイント） 

    ・「テレビやゲームをする時間などのルールを家の人と決めている・どちらかといえば決 

めている（39.4％）」（+4.1 ポイント） 

        ・「普段、１日当たり、携帯電話やスマートフォンで通話やメール、インターネット（ゲ

ームをする時間は除く）を１時間以上する（66.1％）」（+2.7 ポイント） 

・「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たり 10分以上読書をして

いる（56.4％）」（+10.3 ポイント） 

 

◆ 全道平均値とほぼ同様になっている質問事項 

・「毎日、同じくらいの時刻に起きている（58.9％）」 

・「家の人（兄弟姉妹を除く）と学校の出来事について話をする（45.8％）」 

・携帯やスマートフォンを持っている生徒（全道 87.8％、七飯町 83.5％）のうち 

「携帯電話やスマートフォンの使い方について、家の人と約束をしたことをきちんと守

っている・だいたい守っている（89.0％）」 

 

 ◆ 全道平均値を下回っている質問事項 

・「普段、１日当たり、テレビやビデオ、DVD（勉強のための場合は除く）を１時間以上

見たり、聞いたりしている（66.1％）」（-6.6 ポイント） 

・「普段、１日当たり、テレビゲーム（パソコン、スマートフォン等を使ったゲームを含

む）を１時間以上する（64.0％）」（-5.4 ポイント） 

・「新聞を読んでいる（ほぼ毎日読んでいる、週に 1～3 回、月に 1～3 回読んでいる）

（22.5％）」（-3.1 ポイント） 

 

② 自尊意識、規範意識等について（    → 全道平均値との差） 

 ◆ 全道平均値を上回っている質問事項 

・「ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがある（77.1％）」 

（+1.9 ポイント） 

 

◆ 全道平均値とほぼ同様になっている質問事項 

・「自分にはよいところがあると思う（29.7％）」 

・「先生は、あなたのよいところを認めてくれている（36.0％）」 

・「将来の夢や目標を持っている（43.6％）」 

・「人の役に立つ人間になりたいと思う（74.2％）」 



◆ 全道平均値を下回っている質問事項 

・「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している（15.3％）」（-7.1 ポイント） 

・「学校の規則を守っている（59.3％）」（-5.9 ポイント） 

・「人が困っているときは、進んで助けている（26.7％）」（-9.0 ポイント） 

・「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う（70.3％）」（-12.9 ポイント） 

 

③ 学習習慣等について（    → 全道平均値との差） 

 ◆ 全道平均値を上回っている質問事項 

・「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たり１時間以上勉強する

（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間を含む）（80.5％）」 

（+8.1 ポイント） 

・「土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たり１時間以上勉強している（学習

塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間を含む）（80.1％）」 

（+2.4 ポイント） 

・「学習塾（家庭教師を含む）で勉強している（44.5％）」（+2.4 ポイント） 

 

◆ 全道平均値を下回っている質問事項 

・「家で自分で計画を立てて勉強をしている（15.3％）」（-6.3 ポイント） 

 

④  地域や社会に関わる活動の状況等について（    → 昨年度の平均値との差） 

◆  全道平均値を上回っている質問事項 

・「今住んでいる地域の行事に参加している（22.0％）」（+6.1 ポイント） 

 

◆ 全道平均値とほぼ同様になっている質問事項 

・「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある（11.4％）」 

 


